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山
菜
の

　
　
　
　
　
宝
　
庫

　
石
沢
セ
イ
さ
ん
（
海
老
）
を
会

長
と
す
る
会
員
十
八
名
の
「
ひ
ま

わ
り
会
」
と
小
野
島
哲
雄
さ
ん
（
太

平
）
会
長
の
「
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
」

松
代
町
に
人
を
集
め
た

十
六
名
が
そ
れ
ぞ
れ
山
菜
を
メ
イ

ン
に
町
外
・
県
外
か
ら
町
に
人
を

集
め
ま
し
た
。

「
ひ
ま
わ
り
会
」
で
は
、
五
十
四

年
五
月
に
少
林
寺
で
第
一
回
を
開

い
て
か
ら
今
回
で
十
年
目
と
い
う

記
念
す
べ
き
会
を
去
る
五
月
十
五

日
、
町
の
総
合
体
育
館
で
開
き
ま

し
た
。
遠
く
は
東
京
・
埼
玉
方
面

か
ら
も
参
加
し
当
日
は
二
百
七
十

四
人
と
広
い
体
育
館
も
大
賑
わ
い
。

像
以
上
に
大
変
な
も
の
で
、

だ
け
に
行
事
を
や
り
終
え
た
あ
と

の
充
実
感
は
ひ
と
し
お
。

　
十
年
間
、
人
々
に
喜
こ
び
を
与

え
続
け
て
き
た
こ
と
が
会
員
相
互

を
太
い
絆
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
酢
の
も
の
・
お
ひ
た

　
　
し
・
あ
え
も
の
・
天
ぷ

　
　
ら
・
煮
し
め
・
漬
物
な

　
　
ど
合
計
四
十
数
種
の
山

に
　
菜
が
調
理
さ
れ
、
テ
ー

菜
ん
山
さ
ブ
ル
の
上
を
所
せ
ま
し

雑
と
並
び
山
菜
グ
ル
メ
を

ら
つ
大
い
に
喜
ば
せ
ま
し
た
。

べ
う
並
を
　
会
員
の
多
く
は
農
家

駈
の
方
々
で
、
雪
解
け
と

一
つ
同
時
に
始
ま
る
農
作
業

ル
舌
フ
　
の
合
間
に
採
っ
た
山
菜

一
　
を
持
ち
寄
り
調
理
し
、

テ▲
　
皆
さ
ん
か
ら
食
べ
て
も

　
　
ら
う
ま
で
の
行
程
は
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ

「
ひ
ま
わ
り
会
」

　
　
　
　
　
と

「
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
」

　
一
方
、
「
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
」
十

六
名
は
、
五
月
三
・
四
日
と
山
菜

採
り
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
八
王
子
市

か
ら
八
人
、
上
尾
市
か
ら
八
人
、

新
潟
市
か
ら
五
人
の
計
二
十
一
人
。

　
こ
ち
ら
は
芝
峠
の
き
の
こ
園
で

山
菜
取
り
を
経
験
し
、
夕
方
「
渋

海
荘
」
で
会
員
と
山
菜
パ
ー
テ
ィ

ー
を
や
り
親
睦
を
深
め
た
後
町
内

の
旅
館
に
宿
泊
、
翌
日
は
松
苧
神

社
へ
登
り
な
が
ら
山
菜
採
り
を
す

▲渋海荘では山菜をひんだんに使った
　　　　　山菜パーティーで親睦を深めあう

る
と
い
う
も
の
。

　
昨
年
に
次
い
で
二

回
目
の
こ
の
ツ
ァ
ー
。

新
潟
か
ら
参
加
し
た

と
い
う
男
の
人
は
、

「
去
年
も
来
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
親
切
だ
し
、

山
菜
が
う
ま
い
し
、

本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
一
と
大
喜
び
。

　
こ
の
よ
う
に
、
町

内
の
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
町
を
愛
し
、
町
に

活
気
を
与
え
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
長
続
き

さ
せ
る
た
め
に
も
協
力
を
惜
し
ま

ず
、
温
か
い
目
で
応
援
し
た
い
も

の
で
す
。

⑨
ロリコじじ　　　ノ

燃爪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　員　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　悲　　　　　　　　　　さ
　　　　　　　　馨
　　　　　　ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　劉
　　　　　　　　　　　　　　　購　　　　　　　　　　　　　懲　　　　　　　　　　　お　　　　　　　憾　　　　　だ　　　つ　ま「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　葬　　　　　　　　　　　　　　　　懇・　　　　　　　　　　　　　　　糞　　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　　　協　　　　　　　　　　　進　　　　　　　　　推　　　　　　　　議　　　　　　と　　　　　さ　　　　る　　：、
　　u～

　
昨
年
度
の
試
行
で
好
評
を
得
て

自
信
を
つ
け
た
「
ま
つ
だ
い
お
ら

町
ふ
る
さ
と
便
」
は
、
今
年
度
か

ら
推
進
協
議
会
で
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
加
入
会
員
は
昨
年
度
か

ら
の
継
続
会
員
四
十
九
名
と
新
規

会
員
百
二
十
四
名
で
合
わ
せ
て
百

七
十
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
便
第
一
便
は
五
月
十
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「七ツ詣り」伝統の

鯉と露店と大釜が

灘
簸

》
一
五
〇
匹
の
鯉
の
ぽ
り
が

　
川
風
を
吸
つ
て
大
歓
迎

　　鷲響

　
五
月
八
日
、
男
の
子
の
一
生
の

思
い
出
と
な
る
”
七
ツ
詣
り
”
に

今
年
は
三
つ
の
名
物
が
子
供
の
成

長
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ー
と
2

　
犬
伏
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
・
「
樫
の
会
」
で
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
渋
海
川
の
上
を
犬
伏

側
か
ら
孟
地
側
に
二
百
材
の
ワ
イ

ヤ
ー
二
本
を
張
り
、
百
五
十
匹
の

鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
こ
の
鯉

の
ぼ
り
は
、
松
苧
神
社
で
お
祓
い

を
済
ま
せ
た
後
会
員
の
手
で
生
き

帰
っ
た
わ
け
で
す
が
伊
沢
橋
か
ら

見
え
る
群
れ
は
な
か
な
か
壮
観
な

〈
や
は
り
露
店
は
“
七
ツ
詣
り
”

　
の
名
物
で
す
ね

鎌
鍵
鐵
覇
・

麟藤

も
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
は
同
会
の
メ

ン
バ
ー
が
境
内
に
露
店
を
出
し
ま

し
た
。
当
日
は
町
内
の
お
馴
染
の

行
者
と
の
競
演
と
な
り
ま
し
た
が

な
か
な
か
客
寄
せ
の
上
手
な
”
一

日
露
店
商
”
で
し
た
。
こ
こ
で
買

っ
て
も
ら
う
オ
モ
チ
ャ
が
子
供
達

に
は
嬉
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

　
そ
の
3

　
犬
伏
の
方
か
ら
登
ら
れ
た
方
は

気
付
か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
登

山
道
の
登
り
口
に
と
て
つ
も
な
い

大
き
な
釜
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　
松
代
の
樋
口
栄
一
さ
ん
（
わ
へ

い
じ
）
が
寄
贈
し
た
も
の
で
、
以

1難鞭難麟灘難

　　　　　　　　　　　　　　

難　　　　’灘灘
醗　　　　　　　　灘灘灘轍灘魏雛

　
　
　
　
　
　
　
　
繋
　
嚢

》
大
釜
の
横
に
立
っ
て
い
る
の
は

　
寄
贈
者
の
樋
口
さ
ん

前
勤
め
て
い
た
酒
造
会
社
で
使
っ

て
い
た
酒
米
を
蒸
す
た
め
の
釜
で
、

直
径
一
層
二
十
独
．
も
あ
る
代
物
。

山
か
ら
下
り
て
き
て
の
ど
の
乾
き

を
癒
す
絶
好
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
伝
統
の
”
七
ツ
詣
り
”
に
も
町

外
か
ら
参
詣
す
る
人
が
増
え
て
来

て
い
る
よ
う
で
す
。
国
の
重
要
文

化
財
で
あ
る
松
苧
神
社
と
長
年
続

い
て
き
た
「
七
ツ
詣
り
」
の
風
習

を
町
外
に
も
広
め
る
と
と
も
に
、

後
世
ま
で
継
承
し
た
い
も
の
で
す
。

七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
三
日
間

に
会
員
の
も
と
へ
発
送
さ
れ
、
す

で
に
う
れ
し
い
返
事
も
届
い
て
い

ま
す
。
第
一
便
の
中
味
は
春
の
旬

の
山
菜
（
ウ
ド
・
こ
ご
み
・
あ
け

び
の
芽
・
わ
ら
び
）
・
天
領
そ
ば
と

町
の
パ
ン
フ
等
が
箱
詰
め
さ
れ
ま

し
た
。

　
三
月
二
十
五
日
に
町
内
十
一
の

団
体
・
個
人
の
間
で
、
ふ
る
さ
と

会
推
進
協
議
会
が
発
足
、
会
長
に

秋
山
町
長
、
副
会
長
に
小
野
島
哲

雄
さ
ん
が
選
出
さ
れ
事
業
を
進
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
会
費
は
一
万
二
千
円
で
今
回

は
二
千
円
相
当
の
品
物
で
す
が
十

月
中
旬
と
十
二
月
下
旬
に
は
五
千

円
相
当
の
品
物
を
届
け
る
予
定
で

す
。〈
二
千
円
相
当
の
品
物
が

　
箱
詰
め
さ
れ
会
員
の
も
と
へ

織’．8．．紺、鴨

“
醸
馨
，
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（
こ
の
段
階
ま
で
に
時
間
が
か
か

町
史
編
纂
の

　
　
　
　
　
　
近
　
況

◎
四
月
二
十
六
日
、
こ
の
日
新
年

度
第
一
回
編
集
代
表
者
会
議
が
町

総
合
セ
ン
タ
ー
二
階
大
会
議
室
で

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

　
会
は
、
昨
年
の
十
月
か
ら
執
筆

作
業
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
方

の
状
況
が
ど
う
で
あ
る
か
、
そ
の

報
告
を
い
た
だ
く
の
が
主
眼
で
し

た
。　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
諸
先
生

方
は
公
務
を
お
持
ち
の
か
た
わ
ら
、

次
の
よ
う
な
推
進
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
部
　
自
　
然

第
一
章
地
形
・
地
質
上
越
教

育
大
の
渡
辺
先
生
を
は
じ
め
、
調

査
、
採
集
資
料
の
リ
ス
ト
整
理
、

掲
載
写
真
の
準
備
が
お
わ
っ
た
。

る
）
原
稿
は
六
月
末
ま
で
に
間
に

あ
わ
せ
た
い
。
（
責
任
、
高
野
先
生
）

第
二
章
　
河
川
・
水
質
　
デ
ー
タ

の
整
理
が
お
わ
り
、
図
面
の
作
成

も
お
わ
る
段
階
、
三
人
が
手
分
け

で
六
月
中
に
責
任
者
小
島
先
生
が

集
約
す
る
。

第
三
章
　
気
象
・
気
候
　
久
保
田

先
生
の
原
稿
は
六
月
上
旬
に
終
わ

る
予
定
、
高
橋
徳
氏
の
原
稿
は
監

修
、
菅
野
先
生
と
往
復
中
、
六
月

末
に
は
間
に
合
い
ま
す
。
（
責
任
万

羽
卓
司
先
生
）

第
四
章
　
動
物
　
五
月
末
に
は
全

員
が
原
稿
を
持
参
し
て
会
合
す
る
。

　
そ
の
後
、
調
整
し
て
六
月
末
に

間
に
合
わ
せ
る
。
（
責
任
、
牛
木
先

生
）
　
採
集
し
た
標
本
は
十
五
箱
に
な

る
が
、
専
門
家
が
作
成
し
た
も
の

で
立
派
な
も
の
と
思
い
ま
す
。
町

に
寄
贈
さ
れ
る
の
で
、
町
の
資
料

館
か
き
ち
ん
と
し
た
展
示
場
で
常

時
公
開
し
た
い
も
の
で
す
。

第
五
章
　
植
物
　
全
員
の
原
稿
が

五
月
中
に
は
仕
上
る
予
定
。
六
月

上
旬
に
は
監
修
の
先
生
に
提
出
で

き
る
。
（
責
任
、
山
岸
先
生
）

第
一
一
部
　
歴
　
史

第
一
編
原
始
・
古
代
・
中
世

　
第
一
章
原
始
は
、
図
版
作
成
、

写
真
整
理
が
お
わ
り
、
県
文
化
行

政
課
の
岡
本
、
高
橋
㈱
先
生
、
秦

先
生
の
原
稿
書
き
が
始
っ
て
い
る
。

　
第
二
章
古
代
は
、
平
野
先
生
の

原
稿
第
一
稿
は
完
了
し
、
第
二
回

目
清
書
に
入
る
。

　
第
三
章
中
世
は
、
南
北
朝
、
室

町
、
戦
国
時
代
の
山
城
そ
の
他
資

料
、
測
量
図
仕
上
げ
、
執
筆
中
。

第
二
編
　
近
世
（
江
戸
期
）
　
目

下
鋭
意
執
筆
中
。
（
責
任
、
関
谷
哲

郎
）第
三
編
　
近
代
　
担
当
者
五
人
中

四
人
は
第
一
原
稿
を
終
わ
る
。
　
一

人
は
執
筆
中
。
六
月
に
は
全
員
お

わ
る
。
（
責
任
小
堺
又
七
先
生
）

第
四
編
　
現
代
　
担
当
者
七
人
中

五
人
は
監
修
者
へ
第
一
稿
を
出
し

終
わ
る
。
あ
と
の
二
人
も
執
筆
中
。

（
責
任
者
鈴
木
益
蔵
氏
）

第
五
編
　
教
育
は
第
一
稿
が
終
わ

り
ま
し
た
。
（
責
任
、
高
橋
渡
先
生
）

第
六
編
の
民
俗
は
増
ぺ
ー
ジ
の
希

望
が
あ
り
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

（
責
任
　
梅
沢
先
生
）

第
七
編
　
宗
教
は
仏
教
関
係
が
終

わ
り
に
近
づ
い
て
お
り
、
神
社
宗

教
の
う
ち
十
二
神
社
が
お
わ
り
、

あ
と
執
筆
中
、
（
担
当
は
仏
教
、
新

興
宗
教
は
田
浪
先
生
、
神
社
は
宮

沢
正
公
羽
先
生
）

第
八
編
　
文
化
財
は
、
半
分
ま
で

で
き
上
り
、
六
月
中
に
は
ま
に
あ

わ
せ
る
．

　
以
上
の
よ
う
に
他
町
村
で
は
二

ヶ
月
も
お
く
れ
る
所
が
あ
る
の
を

み
る
と
原
稿
の
進
み
具
合
の
順
調

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
の

五
月
九
日

印
刷
会
社
と
打
ち
あ
わ
せ

　
す
で
に
昨
年
仮
契
約
を
す
ま
せ

た
第
一
法
規
出
版
K
、
K
と
五
月

九
日
、
松
代
町
史
（
上
、
下
二
巻
一

セ
ッ
ト
。
一
四
〇
〇
ぺ
ー
ジ
）
の
予

約
注
文
の
し
お
り
作
成
の
打
合
わ

せ
を
終
わ
り
ま
し
た
。
町
史
の
し

お
り
は
、
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

六
月
中
に
は
届
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
す
も
う
こ
う
ぎ
ょ
う

松
代
角
力
興
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
案
内
状

　
す
も
う
ど
こ
ろ

　
角
カ
所
郡
内
の
あ
ち
こ
ち
の
村

に
角
カ
所
と
い
わ
れ
る
村
が
あ
り

ま
し
た
。
松
代
、
室
野
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
強
い
力
士
が
育
ち
、
他

村
他
郷
か
ら
力
士
を
集
め
て
祭
り

に
角
力
興
行
を
や
り
ま
し
た
。

　
松
代
で
も
昭
和
二
十
年
代
ま
で

七
ン
日
祭
の
時
、
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
角
力
は
江
戸
時
代
か
ら
も
さ
か

ん
で
、
作
柄
も
よ
く
、
ゆ
と
り
の

あ
る
秋
を
迎
え
る
年
は
必
ら
ず
、

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

あ
ち
こ
ち
に
ま
わ
し
を
か
つ
い
で

力
士
は
力
を
競
い
に
出
か
け
ま
し

た
。
去
年
紹
介
し
た
桐
山
桑
原
家

の
文
書
の
中
に
、
松
代
村
若
者
共

か
ら
の
招
待
状
が
あ
り
ま
す
。
宛

名
は
仙
田
桐
山
村
、
若
連
中
様
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

な
っ
て
お
り
、
文
中
は
松
代
の
金

ぴ
　
ち
り

昆
羅
祭
礼
に
二
日
間
角
力
興
行
を

す
る
の
で
、
取
持
ち
に
参
加
し
て

欲
し
い
と
あ
り
ま
す
。

　
松
代
相
撲
を
ご
存
知
の
方
に
は

文
字
、
文
体
に
胸
躍
ら
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
差
出
人
名
に
は

松
代
の
力
士
の
代
表
で
し
ょ
う
か
。

秋
田
野
、
若
松
、
松
山
と
い
う
力

士
各
も
あ
り
ま
す
。
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松
代
剣
道
連
盟
栄
え
あ
る
連
続
受
賞

▲安塚警察署長から剣道連盟に
　　　　　　　　　　感謝状が贈られた

　
松
代
剣
道
連
盟
（
柳
一
郎
会
長
）

が
五
月
十
七
日
新
潟
市
内
で
、
君

県
防
犯
協
会
長
、
斉
藤
県
警
本
部

長
連
名
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
剣
道
連
盟
は
昭
和
四
十
四
年
以

来
剣
道
教
室
を
開
設
し
、
現
在
で

は
三
十
五
人
の
子
供
達
を
週
二
回

指
導
し
て
い
ま
す
。
剣
道
を
通
じ

て
青
少
年
の
非
行
防
止
、
防
犯
思

想
の
普
及
な
ど
に
成
果
を
あ
げ
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
五
月
二
十
四
日
、
白
田
安

塚
警
察
署
長
か
ら
は
、
剣
道
指
導

活
動
が
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非

行
防
止
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
同
連
盟
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

村
媛
欝
業
鵬
離
講
誘
灘
響
鰻

　
　
　
　
　
離
幽
雛
学
校
に
郡
交
通
繋
蚕
講
策
協
議
糞
難
ら

　
五
月
二
十
四
日
安
塚
警
察
署
で

開
か
れ
た
郡
防
犯
組
合
連
合
会
総

会
で
、
蒲
生
駐
在
所
勤
務
の
村
山

広
栄
さ
ん
が
地
域
の
少
年
非
行
防

止
活
動
と
防
犯
活
動
を
積
極
的
に

推
進
さ
れ
た
功
積
で
小
林
昭
弐
会

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　■，で　　煽
▲防犯組合連合会から
　　　　　村山さんに感謝状が

　
同
会
場
で
引
き
続
き
開
か
れ
た

郡
交
通
安
全
対
策
協
議
会
総
会
の

席
上
で
、
町
内
の
北
山
小
学
校
が

交
通
安
全
教
育
を
熱
心
に
推
進
し
、

児
童
と
地
域
の
交
通
安
全
思
想
の

高
揚
に
貢
献
し
た
功
績
で
竹
内
友

幸
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲北山小は郡交対から表彰される

「
り
警
睾
ー
蓼
舞
．
聖
り
奪
聖
、
彗
り
警
睾
2
、
蓼
喚
警
り
馨
睾
、
睾
、
聖
り
彗
聖
唾
奪
〕
箋
蓼
り
彗
聖
唖
慧
聖
’

勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

…騨鰍臨㎜齢齢鰍酬1…聯蹄鰍騨即鼎斜即創一齢踊…聯醐四湘嚇蹄酬蹴酬即鰍’勲㎜8聯鰍齢即鰍鵬酬脚鰍

歳
．
騒 、

　
夏
至
の
日
の
行
事
を
こ
存
じ
で

す
か
？
ソ
ラ
マ
メ
の
ご
飯
を
田
の

神
に
あ
げ
る
と
か
、
夏
至
に
田
植

え
を
す
る
の
を
忌
む
な
ど
の
風
習

が
一
部
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。

　
夏
至
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
六

月
二
十
二
日
ご
ろ
で
、
北

半
球
で
は
太
陽
の
位
置
が

最
も
高
く
な
り
、
昼
が
最

も
長
い
日
で
す
。

　
太
陽
が
高
け
れ
ば
、
こ

の
時
が
最
も
暑
い
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期

の
日
本
は
梅
雨
寒
む
で
、

天
気
が
悪
い
た
め
、
日
照

時
問
の
平
均
も
冬
至
よ
り

り目h　l　I
lρり目i
l　〃，悔

，’　　ll“
森　口卸＼’黙1

短
い
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
で
、
夏

を
迎
え
た
と
い
う
実
感
が
な
く
、

行
事
な
ど
も
少
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
【
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
北

欧
で
は
、
夏
至
に
は
、
火
祭
り
な

ど
の
派
手
な
行
事
が
各
地
で
行
わ

れ
ま
す
。
占
い
や
言
い
伝
え
も
い

ろ
い
ろ
残
っ
て
い
ま
す
。

　
丘
の
上
な
ど
で
火
を
た
き
、
恋

　
　
人
同
士
が
手
を
つ
な
い
で
、

そ
の
火
を
飛
び
越
え
る
と
恋

が
成
就
す
る
と
か
、
娘
が
こ

の
夜
に
ま
く
ら
の
下
に
花
を

置
い
て
寝
る
と
、
い
い
夢
を

見
る
と
か
、
夏
至
の
朝
露
は

そ
ば
か
す
取
り
の
効
果
が
あ

る
と
か
い
う
も
の
で
す
。

　
北
欧
で
は
、
夏
至
は
白
夜

の
季
節
で
、
こ
う
し
た
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
行
事
に
ふ
さ
わ
し
い

風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
月
七
日
は
「
計

量
記
念
日
」
で
す
。
昭
和
二
十
七

年
六
月
七
日
に
計
量
法
が
公
布
さ

れ
た
の
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
計
量
思
想
の
徹
底
な
ど

が
狙
い
で
す
。
こ
の
日
は
功
労
者

の
大
臣
表
彰
の
ほ
か
、
各
地
で
、

カ
ボ
チ
ャ
の
重
量
当
て
な
ど
の
楽

し
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。

『
’
り
警
り
毒
睾
’
象
’
讐
’
象
’
塾
警
馨
‘
睾
’
聖
睾
’
聖
’
り
奪
り
妻
睾
’
控
’
睾
’
聖
’
象
’
聖
聖
’
聖
唖
奪
〕
華
聖
L
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め
、
．
、
木

．
野

シ
リ
ー
ズ
⑯

ホ
オ
ジ
ロ

松

　
松
代
町
で
は
普
通
に
観
察
さ
れ
、

特
に
杉
の
造
林
地
に
優
占
し
、
三

月
の
雪
消
え
の
こ
ろ
露
出
し
た
道

路
で
数
羽
の
群
で
採
餌
す
る
姿
を

よ
く
見
か
け
る
こ
の
鳥
は
、
ス
ズ

メ
目
ホ
オ
ジ
ロ
科
に
分
類
さ
れ
ホ

、
オ
ジ
ロ
科
の
代
表
種
で
す
。

　
大
き
さ
は
全
長
一
六
、
五
セ
ン

チ
と
ス
ズ
メ
よ
り
一
ま
わ
り
大
き

く
、
オ
ス
億
頭
上
と
体
の
上
面
が

茶
褐
色
で
黒
い
縦
斑
が
あ
り
、
腰

は
赤
褐
色
、
顔
は
白
と
黒
の
斑
で

胸
と
脇
は
茶
褐
色
、
腹
の
中
央
は

白
い
、
雌
は
雄
よ
り
色
が
鈍
く
顔

の
黒
色
部
は
褐
色
と
い
う
姿
で
す
。

鳴
き
声
は
、
チ
ョ
ッ
ピ
ー
チ
リ
ー

チ
ョ
、
チ
ー
ッ
ク
と
か
チ
ョ
ッ
チ

ョ
ッ
ス
チ
ョ
ホ
イ
ッ
チ
等
と
サ
エ

ズ
リ
、
地
域
に
よ
っ
て
方
言
が
あ

る
よ
う
で
す
。
地
鳴
き
（
繁
殖
期

以
外
の
時
の
鳴
き
声
）
は
、
チ
チ

ッ
、
チ
チ
ッ
と
鳴
き
ま
す
。
ホ
オ

ジ
ロ
の
サ
エ
ズ
リ
を
人
間
の
言
葉

永

1光

に
置
き
か
え
た
「
き
き
な
し
」
で
、

昔
は
「
一
筆
啓
上
仕
り
候
」
と
か

「
源
平
つ
つ
じ
白
つ
つ
じ
」
、
「
文

久
一
文
二
朱
ま
け
た
」
な
ど
と
聞

こ
え
、
最
近
の
ホ
オ
ジ
ロ
は
「
サ

ッ
ポ
ロ
ラ
ー
メ
ン
ミ
ソ
ラ
ー
メ
ン
」

と
鳴
く
そ
う
で
す
。

　
全
国
的
に
は
留
鳥
か
漂
鳥
で
、

北
海
道
で
は
夏
鳥
で
十
一
月
こ
ろ

に
本
州
に
移
動
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
最
近
少
数
な
が
ら
北
海
道
で

越
冬
す
る
も
の
も
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
ホ
オ
ジ
ロ
の
好
ん
で
生
息
す
る

環
境
は
造
林
地
と
最
初
書
き
ま
し

た
が
林
縁
の
荒
地
、
低
木
の
ま
じ

っ
た
草
原
、
耕
地
な
ど
で
、
森
林

の
伐
採
に
よ
っ
て
、
森
林
性
の
野

鳥
が
減
少
す
る
な
か
で
伐
採
さ
れ

れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
ホ
オ
ジ
ロ
の
生

息
環
境
に
適
し
た
、
ひ
ら
け
た
土

地
が
多
く
な
る
の
で
す
。
し
か
し

伐
採
地
は
放
置
す
る
と
ま
た
元
の

林
に
な
っ
た
り
植
林
し
た
杉
が
大

き
く
な
り
林
に
な
る
と
ホ
オ
ジ
ロ

は
棲
め
な
く
な
り
、
森
林
性
の
鳥

の
生
息
環
境
と
な
る
の
で
す
。
結

局
森
林
の
移
り
か
わ
り
に
よ
っ
て

そ
こ
に
生
息
す
る
野
鳥
の
種
類
、

数
な
ど
が
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
を
「
住
み

わ
け
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ホ
オ
ジ
ロ
の
繁
殖
活
動
の
一
部
を

見
て
み
ま
す
と
、
四
月
は
じ
め
こ

ろ
か
ら
七
月
下
旬
こ
ろ
ま
で
で
、

巣
は
草
木
の
根
、
枯
葉
、
枯
草
な

ど
を
主
材
と
し
、
内
側
に
獣
毛
、

細
根
、
枯
葉
な
ど
を
敷
き
お
椀
型

の
巣
を
濯
木
林
、
草
原
な
ど
の
地

上
や
低
木
の
枝
に
作
り
、
こ
の
作

業
は
雌
の
仕
事
で
す
。
こ
の
間
雄

は
ナ
ワ
バ
リ
内
の
見
晴
し
の
よ
い

高
い
所
で
胸
を
そ
ら
す
よ
う
に
し

て
サ
エ
ズ
っ
て
い
ま
す
。
巣
が
で

き
る
と
雌
は
毎
朝
一
卵
づ
つ
三
～

五
卵
を
生
み
抱
卵
し
ま
す
。
抱
卵

は
雌
だ
け
が
行
い
、
約
十
一
日
間

で
卿
化
し
ま
す
が
、
餌
を
食
べ
に

行
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
雌

は
忙
が
し
い
生
活
を
し
ま
す
。

　
ホ
オ
ジ
ロ
の
研
究
で
は
、
日
本

で
ト
ッ
プ
の
大
阪
市
立
大
学
の
山

なぜ、

大切な血液を提供して
いただくのでしょう。

どんなに科学が進歩した今日でも、いまだ血

液だけは人工的に造ることができません。

だからこそ献血が必要なのです。

　　多くの尊い命を救うために、

　　　　　これからも、あなたの愛を。

今
月
は
⑳
屈
器
劃
㈹

・
綬
霧
灘

翻
驚
擁
醐
鱗
舗
鑛

・
松
難
欝
絞

秘
購
鈎
鑛
嚢
掲
騎

5
月
1
3
日
献
血
者
名

　
　
　
　
　
太
字
は
伽
認

市川享子

丸山正男

藤木恵一

池田勇一

若山加代子

米持徳二

高橋重人

石田重雄

鈴木一郎
久保田忠雄

小堺定男

小松和夫

大野賢郎

相沢哲夫

中村　孝

関谷松雄

志賀三夫
小海智一郎

関谷貴代美

若井早苗

高沢房吉
市川栄太郎

高橋芳雄

米持熊夫

柳　　茂

高橋四郎
竹田・一彦

中西孝治

武田　芳夫

富沢智子

高橋　勝
山田久美子

広瀬利勝

造
芳
子
徹
夫
一
寿
子

栄
昌
淳
　
静
修
一
合

　
　
　
　
　
　
島
島
　
　
　
百

川
木
橋
岡
野
野
藤
谷

市
鈴
高
室
小
小
佐
関

枝
雄
郎
彰
恵
一
六
弘

和
英
　
一
　
　
　
幸
昇

　
　
　
儀
田

山
持
田
保
持
沢
持
田

村
米
品
久
米
相
米
増
六男柳

北島誠二

鶴間和義

雨宮秀明
藤森　　聡

富沢賢太郎

福島友喜

相沢一行

佐藤信一

柳　　勇

木村隆夫

柳　　　進

富永一郎

関谷正義

高橋栄子
酒井由美子

西方　慶子

矢代　　功
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岸
哲
先
生
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ホ

オ
ジ
ロ
は
高
齢
で
経
験
豊
か
な
雌

の
方
が
卵
を
か
え
す
こ
と
が
上
手

で
、
一
歳
未
満
の
雌
で
は
百
個
の

卵
に
対
し
て
四
八
・
七
二
％
し
か

雛
に
で
き
な
い
の
に
一
歳
以
上
の

雌
で
は
八
○
・
三
九
％
も
雛
に
か

え
す
こ
と
が
で
き
、
雛
の
巣
立
ち

率
も
産
卵
数
に
対
し
若
雛
の
方
は

一
七
・
九
五
％
、
一
歳
以
上
の
雌

で
は
四
九
・
〇
三
％
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
一
歳
以

下
の
若
雌
は
巣
へ
の
出
入
り
の
際
、

大
さ
わ
ぎ
し
て
出
入
り
す
る
こ
と

か
ら
ヘ
ビ
な
ど
の
天
敵
に
発
見
さ

れ
や
す
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
雛
が
か
え
る
と

雄
も
一
生
懸
命
、
ス
ズ
メ
ガ
、
シ

ヤ
ク
ト
リ
ガ
、
ヤ
ガ
な
ど
の
幼
虫

や
ゴ
ミ
ム
シ
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ
、
ハ

エ
、
ウ
ン
カ
な
ど
の
昆
虫
を
運
ん

で
子
育
て
を
し
、
こ
の
時
期
四
三

％
位
が
昆
虫
食
で
、
一
年
を
通
じ

て
み
る
と
八
九
％
は
植
物
食
で
、

ツ
ユ
ク
サ
、
タ
デ
、
ヒ
エ
、
エ
ノ

コ
ロ
グ
サ
、
ハ
コ
ベ
な
ど
の
種
子

を
好
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。
ホ
オ

ジ
ロ
の
雌
雄
の
年
令
の
構
成
比
を

山
岸
哲
先
生
の
研
究
か
ら
み
ま
す

と
雄
と
雌
と
で
は
、
年
令
分
布
は

雄

ほ
ぽ
逆
に
な
り
、
雄
は
高
齢
者
が

多
く
雌
は
若
者
が
多
い
の
で
す
。

年
間
の
死
亡
率
は
雌
で
は
五
九
・

三
％
、
雄
で
は
二
三
・
三
％
と
雌

が
高
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま

す
。
巣
立
っ
た
雄
は
、
雄
の
死
亡

率
が
低
い
た
め
新
し
い
ナ
ワ
バ
リ

の
確
保
が
む
ず
か
し
く
、
秋
に
ナ

ワ
バ
リ
を
持
て
な
か
っ
た
個
体
は

冬
放
浪
し
食
物
不
足
、
天
敵
の
た

め
、
死
に
、
逆
に
雌
は
巣
立
っ
た

そ
の
秋
に
は
番
い
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
翌
年
の
繁
殖
個
体
の

中
に
若
雌
が
多
い
の
で
す
。

　
松
代
町
で
は
ホ
オ
ジ
ロ
を
ど
の

よ
う
に
呼
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
隣
り
の
高
柳
町
の
門
出
で

は
、
ア
カ
シ
ト
ド
、
栃
が
原
で
は

ツ
ン
ツ
ン
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
外
に
は
、
ミ
ト
ド
、
ス
ト
ド
、

ホ
ジ
ロ
、
ア
カ
チ
ン
、
チ
ン
チ
ン

ス
ズ
メ
な
ど
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
・
つ
で
す
。

最
後
に
島
木
赤
彦
の
ホ
オ
ジ
ロ

の
歌
で
こ
の
項
を
終
り
ま
す
。

　
高
槻
の
こ
ず
ゑ
に
あ
り
て

　
　
頬
白
の
さ
へ
づ
る
春
に

　
　
　
　
な
り
に
け
る
か
も

知
っ
て
お
雛
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
優
利
な
救
急
方

※
　
し
て
は
㌧
け
な
㌧
こ
と

ア
、
鼻
血
を
飲
ま
せ
な
い
。

　
吐
気
な
ど
気
分
が
悪
く
な
る
。

イ
、
後
頭
部
を
た
た
か
な
い
。

　
脳
の
真
下
を
た
た
く
こ
と
に
な

　
り
危
険
で
す
．

ウ
、
脱
脂
線
、
チ
リ
紙
は
詰
め
な

　
い
。

　
繊
維
が
鼻
の
中
に
残
り
、
化
膿

　
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

エ
、
タ
ン
ポ
ン
は
血
で
赤
く
な
っ

　
て
も
取
り
替
え
な
い
。

　
取
り
替
え
る
時
せ
っ
か
く
止
っ

　
た
血
が
、
細
か
い
血
管
が
切
れ

　
再
び
出
血
し
ま
す
。

鼻
血
が
出
た
ら
…

一
、
鼻
血
が
出
た

鼻
を
つ
ま
む
、
動
か
な
い
で
静

　
か
に
す
る
。

半
坐
位
を
と
る
。
（
鼻
を
心
臓
よ

　
り
高
く
す
る
）

　
タ
ン
ポ
ン
を
詰
め
る
。

二
、
鼻
血
が
止
ま
ら
な
い
と
き

鼻
か
ら
額
に
か
け
冷
や
す
。

　
他
の
病
気
等
が
考
え
ら
れ
る
の

　
で
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
ノ

　
　
　
　
o
　
　
　
ゾ

　
　
　
　
6
b

　
　
　
　
（

　
　
　
　
筑

“
タ
ン
ポ
ン
の
作
り
方
”

　
脱
脂
綿
を
鼻
の
穴
の
大
き
さ
に

丸
め
、
ガ
ー
ゼ
で
包
む
。

虫
（
ハ
チ
）
に
刺
さ
れ
た
ら
…

一
、
安
静
に
す
る
。
走
っ
た
り
し

　
な
い
。
　
（
毒
が
広
が
る
の
を
防

　
ぐ
）

二
、
刺
口
を
よ
く
洗
い
、
冷
湿
布

　
す
る
。

　
刺
口
を
こ
す
ら
な
い
。

三
、
悪
寒
や
、
意
識
障
害
が
表
わ

　
れ
た
ら
、
直
ち
に
、
気
道
確
保
、

　
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
を
行
い
。
医
師
の
診
察
を
受
け

　
る
。
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穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
た
五

月
三
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
天
候
も
こ
の
日
を

祝
う
よ
う
に
朝
か
ら
晴
れ
上
が
り
、

和
服
に
着
飾
っ
た
女
性
、
流
行
の

ブ
ラ
ン
ド
に
身
を
包
ん
だ
ス
ー
ツ

男
性
が
会
場
前
で
談
笑
し
た
り
、

家
の
人
や
知
人
の
注
文
に
応
じ
カ

メ
ラ
に
収
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
会
場
で
は
、
一
〇
八
名
（
男

五
二
名
、
女
五
六
名
）
の
新
成
人

に
町
長
、
町
議
会
議
長
ら
が
は
な

む
け
の
言
葉
を
送
り
、
新
成
人
を

代
表
し
富
沢
正
司
さ
ん
（
太
平
）

が
「
今
日
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
郷

土
松
代
町
の
発
展
の
た
め
出
来
る

限
り
の
努
力
と
協
力
を
い
た
し
ま

す
。
」
と
力
強
く
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
員
の
記
念
撮
影
の
前

に
は
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

「
ザ
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
」
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
「
バ
ッ
ド
ボ
ー
イ
ブ
ル

ー
ス
」
他
数
曲
が
演
奏
さ
れ
、
成

人
の
仲
間
入
り
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
祝
賀
記
念
。
バ
ー
テ

ィ
会
場
で
は
、
用
意
さ
れ
た
ビ
ー

ル
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
楽
し
み
、

中
央
天
井
の
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
輝

く
特
設
デ
ィ
ス
コ
で
若
さ
を
爆
発

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
成
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
男
女
九
十
一
人
が
回
答
し

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

器
　
　
器
　
　
器

瀬
講
舞
璽
職
懸
蒸
慧
翼
瞬
欝
燃
講

．
認
、
肌
．
嘗
、
潜
、
．
向
、
、
．
．
．
、
、
働
ぐ
場
所
が
あ
れ
ぱ
帰
0
だ
“
捨
幕

　
今
回
成
人
式
に
出
席
し
た
新
成

人
は
町
を
離
れ
た
理
由
と
し
て
、

Q
9
で
適
当
な
職
場
が
な
い
こ
と

を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Q

16

で
は
再
び
町
に
帰
っ
て
く
る
可

能
性
を
深
っ
て
い
ま
す
が
U
タ
ー

ン
の
可
能
性
は
働
く
場
所
の
有
無

が
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
若
者
が
定
着
す
る
に
は
働
く
場

所
が
少
な
い
現
在
の
町
の
状
態
か

ら
一
刻
も
早
く
脱
却
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Q
5
で
松
代
町
を
ふ
る

さ
と
と
し
て
魅
力
を
感
じ
て
い
る

人
が
多
い
の
は
、
Q
1
4
で
都
会
に

住
ん
で
み
て
松
代
の
良
さ
が
実
感

で
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

数
字
は
（
男
・
女
）

Q
1
　
今
、
住
ん
で
い
る
所
は

　
ω
東
京
都
　
　
（
n
・
2
6
）

　
ω
新
潟
県
（
1
0
・
7
）

　
内
、
松
代
町
（
5
・
3
）

以
下
、
神
奈
川
・
埼
玉
他

Q
2
　
家
庭
内
で
の
続
柄

　
ω
長
男
・
長
女
（
3
0
・
2
7
）

　
ω
二
男
・
二
女
（
1
2
・
1
7
）

　
⑥
三
男
・
三
女
（
1
・
2
）

Q
3
　
今
の
職
業
は
（
複
数
回
答
）

　
ω
会
社
員
（
2
6
・
2
9
）

　
ω
学
　
生
（
1
3
・
9
）

　
㈹
公
務
員
（
2
・
2
）
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＠
自
営
他
（
3
・
6
）

Q
4
　
親
の
職
業
は

　
ω
農
　
業
（
2
2
・
2
6
）

　
ω
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
7
・
n
）

瀬鞭

蒙

　
㈹
商
工
業
（
8
・
3
）

　
＠
そ
の
他
（
6
・
8
）

Q
5
　
松
代
町
が
ふ
る
さ
と
と
し

　
て
魅
力
を
感
じ
る
か

▲秋山町長からお祝いと激励の言葉が

ω
感
じ
る
（
1
5
・
1
5
）

　
ω
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
感
じ
る

　
　
　
　
　
（
1
5
・
1
5
）

　
⑥
感
じ
な
い
（
ど
ち
ら
か
と
い

　
う
と
感
じ
な
い
）

　
　
　
　
　
（
3
・
4
）

Q
6
　
松
代
町
に
い
る
家
族
の
イ

　
メ
ー
ジ
は

　
ω
あ
た
た
か
い
（
2
1
・
3
0
）

　
ω
お
だ
や
か
（
1
3
・
1
4
）

　
㈹
楽
し
い
　
（
3
・
2
）

　
＠
明
る
い
　
　
（
2
・
1
）

　
㈲
ば
ら
ば
ら
（
1
・
0
）

Q
7
　
自
分
の
将
来
は
い
つ
決
め

　
た
か

　
ω
高
校
三
年
（
1
9
・
2
3
）

　
ω
高
校
二
年
（
1
0
・
1
0
）

　
⑥
中
学
生
（
4
・
8
）

　
以
下
、
小
学
校
、
大
学
他

Q
8
　
進
路
は
誰
の
意
見
を
参
考

　
に
決
め
た
か
（
複
数
）

　
ω
父
（
14
・
l
O
）
　
の
先
生
（
8
・

　
9
）
　
㈹
友
人
（
6
・
8
）

＠
母
（
4
・
7
）
　
㈲
兄
弟
（
5
・

　
5
）

Q
9
　
な
ぜ
松
代
町
を
出
た
の
か

　
ω
松
代
町
に
職
場
が
な
い

　
　
　
　
（
1
6
・
2
0
）

　
ω
上
級
学
校
に
進
学

　
　
　
　
（
1
6
・
1
2
）

　
⑥
自
分
の
可
能
性
を
試
す

　
　
　
　
（
4
・
3
）

　
㈲
都
会
に
あ
こ
が
れ
た

　
　
　
　
（
0
・
6
）

Q
1
0
　
松
代
を
出
る
時
、
両
親
の

　
考
え
は

　
ω
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や

　
つ
て
ほ
し
い
（
9
・
2
0
）

　
ω
安
定
し
た
職
で
安
定
し
た
生

　
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
（
1
0
・
1
5
）

　
⑥
い
つ
か
は
帰
つ
て
一
緒
に
暮

　
ら
し
て
ほ
し
い
（
6
・
4
）

Q
n
　
住
ん
で
い
る
所
は

　
ω
社
宅
・
寮
（
1
8
・
2
8
）

　
ω
ア
パ
ー
ト
（
1
5
・
1
3
）

　
⑥
自
宅
（
6
・
3
）

　
㈲
下
宿
（
4
・
1
）
他

Q
1
2
　
通
勤
通
学
に
か
か
る
時
間

　
は

　
ω
3
0
分
以
内
（
3
1
・
3
7
）

　
ω
6
0
分
以
内
（
1
0
・
6
）

　
㈹
90
分
以
内
（
2
・
2
）

　
　
他
（
o
・
2
）

Q
1
3
　
転
職
の
経
験
は

ω
な
し
（
3
2
・
3
7
）
　
ω
－
回

　
（
6
・
7
）
　
他
（
2
・
0
）

Q
1
4
　
い
ま
住
ん
で
い
る
所
の
印

象
は

　
ω
に
ぎ
や
か
・
さ
わ
が
し
い

　
　
　
　
（
2
2
・
4
1
）

　
ω
自
由
だ
（
1
0
・
1
7
）

　
⑥
楽
し
い
（
9
・
1
0
）

　
以
下
、
目
ま
ぐ
る
し
い
、
華
や

か
、
お
し
ゃ
れ
他

Q
1
5
　
将
来
住
み
た
い
所
は

　
ω
決
め
て
い
な
い
（
3
0
・
2
8
）

　
ω
い
ま
の
所
　
　
（
1
0
・
1
6
）

　
⑥
松
代
へ
帰
り
た
い
（
2
・
2
）

Q
1
6
　
ど
う
い
う
状
態
に
な
っ
た

　
ら
松
代
に
帰
る
か
（
Q
1
5
で
ω

と
⑥
に
回
答
）

　
q
D
松
代
に
勤
め
る
場
所
が
で
き

た
と
き
（
1
8
・
1
0
）

　
ω
親
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
く
な
っ
た
と
き

　
　
　
　
（
1
0
・
12
）

　
⑥
自
信
が
な
く
な
っ
た
と
き

　
　
　
　
（
3
・
1
1
）

　
㈲
会
社
が
倒
産
失
業
し
た
と
き

　
　
　
　
（
4
・
3
）

　
㈲
稼
業
を
継
ぐ
、
学
校
を
卒
業

　
　
　
　
（
3
・
0
）
他
5
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難隠驚嚢馨欝
蒙
葦
、
・
ず
妻
．
ず
歪
．
・
き

響
．
、1繋灘　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　職　　　　　　懸

護

麟

》
久
し
振
り
の
仲
間
と
談
笑

Q
1
7
　
結
婚
を
前
提
と
し
た
相
手

　
は

　
ω
い
な
い
　
　
（
3
9
・
4
1
）

　
ω
い
る
（
5
．
6
）

Q
1
8
　
結
婚
に
つ
い
て
の
悩
み
は

　
だ
れ
に
相
談
す
る
か

　
ω
友
人
（
2
4
・
3
7
）

　
ω
両
親
（
1
4
・
5
）

　
⑥
先
輩
・
上
司
（
7
・
4
）

Q
1
9
　
結
婚
は
恋
愛
、
見
合
い
？

　
ω
恋
愛
（
3
2
・
3
8
）

　
ω
ど
ち
ら
で
も
（
1
2
・
8
）

　
⑬
見
合
い
（
O
・
1
）

Q
2
0
　
結
婚
相
手
を
選
ぶ
基
準
は

　
ω
人
柄
（
3
9
・
4
3
）

　
ω
生
活
力
（
8
・
3
1
）

　
⑥
外
　
見
（
1
3
・
3
）

　
以
下
、
年
齢
・
職
業
他

Q
2
2
　
松
代
町
か
ら
結
婚
の
話
が

　
あ
り
、
相
手
が
自
分
に
合
つ
た

　
男
性
で
あ
つ
た
時
（
女
性
の
み
）

　
ω
松
代
に
帰
っ
て
結
婚
し
て
も

　
よ
い
…
…
…
…
1
7

　
ω
松
代
町
に
帰
り
た
く
な
い
の

　
で
断
わ
る
…
…
…
…
1
1

　
⑥
そ
の
他
（
自
分
の
相
手
は
自

　
分
で
決
め
る
他
）
…
…
…
…
5

Q
2
3
　
若
者
が
定
着
す
る
た
め
に

　
町
が
や
る
こ
と
は

　
ω
企
業
を
誘
致
し
雇
用
の
場
の

確
保
　
（
3
3
・
2
8
）

　
ω
レ
ク
・
レ
ジ
ヤ
ー
施
設
を
導

　
入
す
る
（
5
・
5
）

　
⑥
現
在
の
産
業
・
企
業
を
育
成

　
す
る
　
（
4
・
3
）

　
㈲
そ
の
他
（
商
店
街
の
近
代
化
）

Q
2
4
　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
必

　
要
な
こ
と
は
、

　
ω
温
泉
・
ス
キ
ー
場
等
の
観
光

　
開
発
　
（
2
2
・
2
6
）

　
ω
自
然
を
活
か
し
、
観
た
り
参

　
加
す
る
観
光
を
（
21
・
2
2
）

　
㈲
ふ
る
さ
と
会
員
・
姉
妹
都
市

　
貸
別
荘
な
ど
で
都
会
人
と
交
流

　
（
14
・
21
）

　
⑥
祭
や
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に

　
　
（
1
4
・
1
1
）

　
し
た
ら
参
加
す
る
か

　
ω
行
事
の
内
容
に
よ
る

　
　
　
（
3
5
・
3
6
）

　
ω
参
加
し
な
い
（
7
・
5
）

　
㈹
参
加
す
る
（
1
・
5
）

　
（
施
設
で
回
答
の
多
い
も
の
の

Q
2
5
　
町
で
四
季
折
々
の
企
画
を

Q
2
6
　
町
に
必
要
な
各
施
設
は

　
み
掲
載
）

　
〔
レ
ジ
ャ
ー
施
設
〕

　
D
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

　
（
　
　
　
（
2
1
・
1
9
）

　
ω
自
然
公
園
（
1
4
・
1
7
）

　
〔
ス
ポ
ー
ツ
施
設
〕

　
ω
ス
キ
ー
場
（
2
3
・
1
3
）

　
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
7
・
1
3
）

　
〔
文
化
教
養
施
設
〕

　
ω
図
書
館
（
8
・
1
9
）

　
ω
文
化
会
館
（
1
3
・
n
）

　
〔
福
祉
施
設
〕

　
ω
医
療
施
設
（
1
9
・
1
9
）

　
ω
温
泉
保
養
所
（
1
7
・
2
0
）

　
　
　
お
知
ら
せ

　
成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
方
々
の

全
体
写
真
が
で
き
上
っ
て
い
ま
す

の
で
、
六
月
末
日
ま
で
に
総
合
セ

ン
タ
ー
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
一
ツ

　
　
　
　
●
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　日日寺曜63．6．25（士）～26（日）

漏　　　　　　★午前9時受付　★午後10時出発　★午前4時現地着

1コース唖松代→池尻→室野→福島→浦田→中立山→

ヨ

■■

　　大厳寺高原（約6時間の予定）

　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　・～・　ノ1L　　　 ／　　　　汰　　　　　　　　　　　　　角　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノロタヨし　ぺ

　　　　　　『甲　　　　　　　　　・　．ド’　　　　　L炉P
　　　　　　　　　　　．触ザ　　軍・ヨ・F

対象者暫小学生以上（小学生3年生以下は、保護者同伴）

持参品唖着替え、タオル、雨具、飲み物、おにぎり2・3個

申込み盾6月15日（水曜日）町体育館へ　岱（7－3752）

その他唖申込みされた方には、後日詳しい日程表を差し

　　　　上げます。

、．葡 、，脇
まいぺ一ス

ゆうゆうぺ＿

　ll．一外
　　蓼寧ハ

　Ω1曾

・　親子ぺ一ス

　1

ズ
・
1
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悪
質
商
法

　
警
察
で
は
、
六
月
中
を
「
悪
質

商
法
の
取
締
り
強
化
月
間
」
と
し

て
、
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
悪
質
商
法
」
に
よ
る

被
害
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
と
共

に
徹
底
し
た
取
締
り
を
実
施
し
ま

す
。　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
う
こ
と
を

鵜
呑
み
に
し
て
契
約
書
の
内
容
を

読
ま
ず
に
サ
イ
ン
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

，㊥⇔

．◎

“
サ
イ
ン
し
て

　
あ
と
で
し
ま
つ
た

　
　
　
　
も
う
遅
い
”

ゆ
㌧
‘

ご
用
心

。⑳
o　一一』＿

．
｛
。

も
う
一
度

確
か
め
て
み
ょ
う
塁

　
　
㊦
g
．
．

　
　
　
　
ノ

お

，
．
㌦
ノ

？土

育黎「みんなで防こう

鹸　　　土砂災害』
レ　
信套　～6月は土砂災害防止月間

隠

　
　
　
　
　
（
土
石
流
・
地
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
は
一
瞬
の
う
ち

に
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

○
雨
が
長
く
降
り
続
く
と
き
や
大

　
雨
の
と
き
。

○
川
の
水
、
井
戸
水
、
湧
水
の
量

星
姻誰

　
詳
し
い
こ
と
は
、
職
安
の
学
卒

係
へ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　
（
上
越
公
共
職
安
安
塚
分
室

　
暦
二
i
二
〇
三
九
）

口

　
　
　
0

　
　
％
糧
＼

蜜
眠
き

鰍駅
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
」

　
が
変
化
し
た
り
、
濁
り
出
し
た

　
と
き
。

○
土
地
に
き
裂
、
陥
没
、
隆
起
が

生
じ
た
と
き
．

　
が
非
常
に
危
険
で
す
。

学
卒
求
人
の

お
申
込
み
は

お
早
目
に

　
本
年
度
か
ら
中
学
・
高
校
の
求

人
申
込
み
開
始
期
日
が
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
地
元
へ
の
若
い
労
働
力
の
確
保

の
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ま

ず
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ

か
ら
家
の
近
く
の
山
、
が
け
、
川

な
ど
を
よ
く
点
検
し
、
い
つ
も
と

違
う
点
、
お
か
し
な
点
を
見
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
役
場
建
設
課
へ
連

絡
し
て
下
さ
い
．

第鞘3回
種会期

目場日

参
加
料

申
込
先

ル大会親善ノ撒一ボ

申
込
〆
切

問
合
わ
せ
先

参加チー露募集

　
六
月
二
十
六
日
（
日
）

　
松
代
町
総
合
体
育
館

　
男
女
混
合
九
人
制

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
女
性
一
名
以
上
含
む
）

　
一
チ
ー
ム
　
ニ
千
円

（
協
会
に
登
録
し
て
あ
る

チ
ー
ム
は
、
無
料
）

　
総
合
体
育
館
事
務
室

　
又
は
、
役
場
総
務
課

　
石
口
へ

　
　
六
月
十
八
日

　
　
　
総
合
体
育
館
事
務

　
　
室
（
7
1
3
7
5
2
）
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停

○
講
　
師

　
北
出
清
五
郎
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
「
勝
負
の
世
界
に
学
ぶ
」

秋
山
ち
え
子
（
評
論
家
）

「
こ
の
ご
ろ
思
う
こ
と
」

と
　
　
き

と
こ
ろ

六
月
十
六
日
（
木
）

午
後
　
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン

産
業
物
産
館
ク
ロ
ス
ー
0

※
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場

案
内
券
が
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。

有効期間が

昭和63年7月17日までの方は

6月17日俺）轄騰嚢
町総合センターで受付いたします。

運
転
免
許
証
の
更
新
は
松
代
で

　
運
転
免
許
証
の
更
新
が
松
代
で

で
き
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
安
塚
警
察
署
と
郡
安
協
の
特
段

の
配
慮
に
よ
り
、
県
内
で
た
だ
一

ヶ
所
出
張
更
新
を
や
つ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
持
参
す
る
も
の

　
○
運
転
免
許
証

　
○
免
許
証
用
写
真
一
枚

　
○
収
入
証
紙
　
二
千
四
百
円

　
○
協
会
会
費
　
千
五
百
円

　
○
郡
安
協
発
行
の
更
新
の
お
知

　
　
ら
せ
ハ
ガ
キ

◎
大
型
免
許
・
二
種
免
許
を
お
持

ち
の
方
は
、
深
視
力
検
査
が
で
き

な
い
た
め
松
代
で
で
き
ま
せ
ん
。

◎
郡
安
協
発
行
の
更
新
お
知
ら
せ

ハ
ガ
キ
裏
面
に
（
⑯
マ
ー
ク
が
あ
る

方
（
無
違
反
）
は
、
書
類
手
続
き

と
視
力
検
査
で
終
了
で
す
。

（
㊥
マ
ー
ク
が
な
い
方
（
違
反
が
あ

る
か
初
更
新
者
）
は
講
習
会
の
受

講
が
必
要
で
す
．

　
更
新
時
講
習
会
は
、
六
月
十
日

㈹
、
六
月
二
十
四
日
㈹
、
午
後
一

時
半
か
ら
、
浦
川
原
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

　
先
月
免
許
更
新
さ
れ
た
方
の
新

し
い
免
許
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

古
い
免
許
証
を
持
参
の
上
、
6
月

17

日
午
前
中
に
会
場
へ
来
て
下
さ

い
。

郡
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
（
珈
．
枷
）

松代町での
事故の形態

傷者 死者 件数 町　　村

4 2 安塚町

車
　
　
　
対
　
　
　
車

車
　
　
対
　
　
バ
イ
ク

ノく

イ
ク
対
人

車
対
自
転
車

自
損
事
故

4 1 5 浦川原村

8 6 松代町

4 1 3 松之山町

1 1 大島村

3 1 2 1 1 牧　　村

6 22 2 18 計
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老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
せ
ら
ず
慎
重
に
考
え
て

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
十
五
歳

か
ら
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
ま
で
に
繰
上
げ
て
請

求
（
受
給
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
こ
の
繰
上
げ
請
求
は
、
年
金
を

早
く
受
給
す
る
代
わ
り
に
、
い
ろ

い
ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
時
に
後

悔
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

繰
上
げ
請
求
は
、
取
消
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
よ
く
考
え
て
か
ら
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

一繰り上げの場合の支給率一

　　　ロ

　　　I　　　　l
　　　セ　　　　ロ
　　　1100循
㊥

。
｛
喝

ノ
φ
つ
翁

　
繰
上
げ
請
求
に
よ
る
制
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
年
金
額
が
一
生
減
額
さ
れ
ま
す

　
裁
定
請
求
し
た
時
の
年
齢
に
よ

　
っ
て
、
減
額
す
る
率
が
決
め
ら

　
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
計

　
算
し
た
減
額
年
金
が
一
生
続
き

　
ま
す
。

②
厚
生
年
金
な
ど
の
特
別
支
給
の

　
年
金
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加
入

　
期
間
が
一
年
以
上
あ
る
人
は
、

→60歳61歳62歳63歳64歳65歳給
始
受
開

60歳退職62歳　　　　　65歳

iの老齢厚
　1隼年金．、．．老齢基礎年金（繰り上げ支給

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る

ま
で
の
間
は
、
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金

が
受
給
で
き
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
上
げ
受
給
す
る
と
、

特
別
支
給
の
年
金
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。

③
遺
族
年
金
が
停
止
さ
れ
ま
す

　
厚
生
年
金
な
ど
の
遺
族
年
金
を

　
受
給
し
て
い
る
人
が
、
老
齢
基

　
礎
年
金
を
繰
上
げ
受
給
す
る
と
、

　
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
、
遺
族

　
年
金
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

④
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

　
を
し
た
後
に
、
ケ
ガ
な
ど
に
よ

　
っ
て
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障

　
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
は
で

　
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
減

　
額
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
を
そ

　
の
ま
ま
受
給
す
る
こ
と
に
な
り

　
ま
す
。

⑤
寡
婦
年
金
の
受
給
権
が
消
滅
し

　
ま
す
。

　
夫
の
死
亡
に
よ
り
、
六
十
歳
か

　
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
に
寡
婦

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、

　
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
請
求

す
る
と
、
寡
婦
年
金
を
受
給
す

る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
役
場
国
民
年
金
の

係
へ
（
盈
七
－
二
二
二
〇
）

も
う
一
つ
の
老
人
会

「
渋
海
教
室
」
が
ス
タ
ー
ト

　
家
に
い
て
ど
こ
に
も
出
る
機
会

が
な
い
、
ど
こ
に
も
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
老
人
を
月
一
回

渋
海
荘
に
集
め
、
一
日
楽
し
く
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
”
渋
海
教
室
”

の
第
一
回
目
が
五
月
十
九
日
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
参
加
者
全
員
の
血
圧
測

定
を
し
た
後
開
講
式
が
行
わ
れ
、

社
会
課
長
、
犀
潟
療
養
所
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
あ
い
さ
つ
、
そ
し

て
一
人
ひ
と
り
の
自
己
紹
介
が
終

る
こ
ろ
に
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。

　
第
一
回
の
こ
の
日
は
全
員
で
の

昼
食
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
踊
り
の
観
賞
、
風
船
つ
き
で
体

を
ほ
ぐ
す
な
ど
楽
し
い
趣
向
で
無

理
の
な
い
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
家
庭
奉
仕
員
、

保
健
婦
、
在
宅
看
護
婦
が
協
力
し
、

十
一
月
ま
で
開
く
予
定
。

　
な
お
渋
海
教
室
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
役
場
社
会
課
保
健

衛
生
係
ま
で
（
盈
七
ー
二
二
二
〇
）
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こ
の
松
代
に
帰
郷
し
て
か
ら
、

約
八
ヵ
月
に
な
る
。

　
久
し
ぶ
り
に
松
代
で
生
活
し
て

季
節
感
と
言
う
も
の
を
感
じ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

欝

つ

　
都
会
で
は
松
代
の
よ
う
に
冬
に

は
雪
が
降
り
、
春
に
は
木
の
芽
が

ふ
い
て
木
も
青
々
し
、
秋
に
は
紅

葉
す
る
事
な
ど
は
ち
っ
と
も
な
い

の
で
暦
の
上
で
し
か
季
節
を
知
る

事
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
松
代
に
帰
っ
て
き
て
一

冬
の
苦
労
か
ら
一
気
に
開
放
さ
れ

木
々
が
青
々
と
し
て
来
る
と
「
あ

っ
い
い
な
あ
」
と
思
う
。

　
そ
ん
な
四
季
を
身
体
で
感
じ
と

れ
る
季
節
感
が
あ
る
か
ら
帰
っ
て

く
る
一
つ
の
原
因
に
も
な
っ
た
の

だ
と
思
う
．

い
て

若
井
　
　
博

　
だ
が
そ
ん
な
き
れ
い
事
で
す
ま

さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
は
こ

の
松
代
の
過
疎
の
一
つ
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
る
冬
の
大
雪
で
あ
る
。

　
特
に
お
年
よ
り
に
は
大
変
な
雪

降
ろ
し
に
関
し
て
様
々
な
融
雪
装

置
が
考
え
出
さ
れ
て
い
る
。
柳
式

住
宅
、
自
然
落
下
式
、
高
床
式
な

ど
、
が
あ
る
が
地
形
や
家
屋
の
隣

接
な
ど
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
様

で
あ
る
。
ど
れ
も
コ
ス
ト
的
に
見

れ
ば
大
差
な
い
様
で
あ
る
が
今
後

の
研
究
次
第
で
も
っ
と
良
い
も
の

が
出
る
か
も
し
れ
な
い
そ
う
で
あ

る
。　
と
に
か
く
こ
の
雪
の
問
題
が
あ

る
程
度
解
決
で
き
れ
ば
過
疎
化
に

歯
止
め
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か

と
も
思
う
。

そ
し
て
町
で
は
今
年
か
ら
「
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
」
な
る
も
の
が
催
さ

れ
た
。

　
こ
れ
は
逆
に
雪
を
利
用
し
、
松

代
を
見
直
し
て
も
ら
お
う
と
催
さ

れ
た
も
の
だ
と
思
う
し
、
こ
れ
は

と
て
も
意
義
の
あ
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　
話
が
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
こ
れ
が
私

の
最
近
感
じ
た
事
で
す
。

灘

戸
籍
の
窓
口

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ゆ
　
か

関
谷
由
佳
ち
・
ん
宏
人
・
昭
子
さ
ん

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
大
木
）

　
　
た
か
し

相
澤
貴
史
ち
・
ん
信
幸
・
恵
子
さ
ん

　
（
2
男
・
松
代
・
相
沢
新
聞
店
）

　
　
ひ
ろ
　
や

鈴
木
寛
也
ち
・
ん
昌
宏
・
久
美
子
さ
ん

　
（
長
男
・
松
代
・
松
代
印
刷
所
）

　
　
ゆ
う
　
た

齋
藤
裕
太
ち
・
ん
一
良
・
美
恵
子
さ
ん

　
　
（
2
男
・
田
野
倉
・
天
京
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

小
堺
新
一
・
込
山
幸
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
稲
葉
屋
）

中
村
義
隆
・
相
田
静
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
（
千
年
・
清
義
屋
）

柳
　
雅
樹
・
柳
　
広
美
さ
ん

　
　
　
　
（
松
代
・
み
ど
り
や
）

ご
冥
福
（
死
亡
）

若
井
　
ト
リ
さ
ん
7
8
歳

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
大
工
）

池
田
　
長
吉
さ
ん
　
8
5
歳

　
　
　
　
　
（
田
野
倉
・
長
吉
）

相
澤
　
勇
さ
ん
　
6
3
歳

　
　
　
　
　
（
室
野
・
沢
口
屋
）

石
田
　
サ
ワ
さ
ん
　
8
9
歳

　
　
　
　
　
　
（
苧
島
・
上
原
）

菅
井
大
治
郎
さ
ん
　
7
9
歳

　
　
　
　
　
　
（
名
平
・
入
り
）

村
山
　
友
一
さ
ん
　
3
7
歳

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
糀
屋
）

若
井
　
シ
サ
さ
ん
　
8
4
歳

　
　
　
　
　
　
（
蓮
平
・
前
田
）

　
五
月
三
十
一
目
、
晴
。

　
芝
峠
温
泉
掘
削
現
場
に
町
民
の

期
待
を
一
身
に
背
負
っ
た
や
ぐ
ら

が
堂
々
と
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

　
地
下
八
百
揖
で
掘
ら
れ
る
の
を

待
っ
て
眠
っ
て
い
る
温
泉
を
目
指

し
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

現
場
の
標
高
が
四
百
材
前
後
で
す

か
ら
、
海
面
か
ら
更
に
四
百
麿
地

球
の
芯
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。

　
八
月
末
に
は
目
的
地
点
に
達
し

憤
出
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
憤
出
後
に
つ
い
て
は
北
越
北

線
と
と
も
に
町
活
性
化
の
核
を
担

．
う
両
極
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
活

用
方
等
を
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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　文
芸

一乏麗叢
F

璽

短
歌
　
山
の
春

　
　
　
　
　
草
　
野
　
和
作

み
ず
み
ず
し
き
撫
の
さ
み
ど
り
歩

み
来
て
足
を
止
め
れ
ば
鴬
の
鳴
く

腰
痛
の
癒
え
た
る
今
朝
は
我
を
呼

ぶ
緑
の
山
が
山
菜
採
り
に
来
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
ま
い

去
年
も
こ
の
沢
で
採
り
し
薇
な
り

今
年
も
こ
こ
で
採
る
一
年
が
過
ぐ

目
の
前
の
木
に
登
る
リ
ス
の
ふ
り

返
る
山
菜
採
り
に
疲
れ
し
我
を

　
　
俳
　
　
句

切
通
し
燕
危
く
す
れ
ち
が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ぶ
し

残
雪
と
紛
う
ば
か
り
に
辛
夷
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

野
畔
焼
く
火
を
守
り
つ
つ
春
耕
す

あ
の
峰
も
こ
の
峰
も
撫
芽
吹
き
初

む
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

い
た
ど
り
の
赤
芽
育
む
小
糠
雨

鬼
ぜ
ん
ま
い
荒
れ
放
題
の
峡
田
べ

り
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

塗
り
上
げ
し
畦
黒
々
と
夕
日
さ
し

雨
冷
え
の
今
宵
夏
炉
を
焚
き
し
と

か
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

山
毛
樫
芽
吹
く
鶏
足
山
や
村
百
戸

訪
う
客
に
峡
の
も
て
な
し
木
の
芽

和
え
　
　
　
　
　
　
立
　
石

し
た
た
か
に
励
む
巣
つ
く
り
夏
燕

代
掻
き
の
エ
ン
ジ
ン
止
ま
り
日
の

暮
る
る
　
　
　
　
　
　
折
　
人

撫
林
残
雪
敷
き
て
み
ど
り
立
つ

鴬
や
も
っ
と
間
近
で
鳴
く
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

遊
覧
船
桜
吹
雪
の
竹
生
島

新
緑
や
甥
の
婚
儀
の
と
と
の
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

陽
は
高
し
ぶ
な
の
青
垣
山
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

子
の
遊
ぶ
し
ゃ
も
じ
に
盛
り
し
春

の
土
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

地
境
い
の
赤
き
目
印
つ
づ
じ
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

沈
丁
花
咲
く
頃
に
来
て
ま
た
会
わ

ん
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

新
月
や
辛
夷
の
花
の
よ
く
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

や
や
温
き
木
の
芽
起
し
に
峡
け
ぶ

る
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

梨
の
花
飛
ぶ
や
イ
タ
リ
ヤ
綺
想
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

ぐわ瞳珈君・
　　　　　　ハ　　　　　　　ノニコ
　曲フ村　爪

　
　
　
　
』
二

　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
ー
⑤

　
　
　
曳
、
ε

　
　
　
p
獲

　
　
　
　
　
ノ
’

　
　
轟

目
か
　
　
　
　
◎

う
か
取
た

つ
肱
マ
ぎ

止
あ
マ

し
ば
5
く

主
弓
ヤ

緑
ぎ

な
パ
あ
た

　
　
・
～、

亀
、

、

　
　
ろ

“
、
・

ゑ
”
7

”
紀
（
＼

●
や
）

◎
と
　
　
！

．
鷺

立
ζ
、
）

｛
よ
・
））

、
　
、

1
／

z
多

　
じ

’

禦藍　　　．・ミ
　　　＼・，、≧琿誌
　　　　◎　　　　　＼　　　　　ミ≒じ　　　　　 o　　　　　きミ貸　　　　　o　　　o
　　　　　　　、0　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　
俗
名
ヤ
チ
ブ
キ
、
ミ
ズ
ブ
キ
と

呼
ぶ
、
田
の
あ
ぜ
、
湿
原
な
ど
に

集
団
を
つ
く
っ
て
群
生
す
る
。

　
茎
は
高
さ
六
十
糎
か
ら
九
十
糎

に
も
伸
び
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い

て
柔
か
い
。
葉
の
形
は
へ
ら
状
で

肉
厚
。
五
月
頃
茎
の
上
部
に
明
る

い
黄
色
の
頭
花
（
菊
の
よ
う
に
小

花
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
一
つ
の

花
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）
を
開

く
。　
若
い
茎
、
つ
ぼ
み
、
花
を
天
ぷ

ら
、
ご
ま
あ
え
、
お
ひ
た
し
で
食

べ
る
と
、
く
せ
の
な
い
し
ゅ
ん
ぎ

く
の
よ
う
な
香
り
が
あ
り
、
ソ
フ

と
な
舌
ざ
わ
り
で
親
し
ま
れ
て
い

る
。

654321
　
出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
3
四
角
が
い
な
け
れ
ば

　
一
手
詰
め
、
し
か
し
2
三
角
成
、

4
四
玉
と
な
っ
て
は
詰
み
ま
せ
ん
。

8
分
で
2
級
、
4
分
で
有
段
者
。

　
　
　
　
　
　
持
駒
　
金
金

二
三
四
五
六
七
八
九

角 欝

4 乎
正

角 4
歩 歩
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